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ABSTRACT
 Recently, to solve urban and environmental issues, sustainable urban development are highly demanded, and 
the importance of local resources are starting to be reconsidered positively. Therefore, as Germany having 
similar urban problems and being an advanced country in sustainable development, examining its community 
developments are very essential in designing future community developments in Japan. This study is 
conducted by focusing on community developments utilizing industrial heritages in Japan and Germany, 
aiming to reveal the components in community developments that represent “Industrial Nature”. Following 
procedures were used in this study; 1) Obtain the actual conditions of each project through literature 
investigations, field work and interviews. 2) Examine the results of 1) from the perspective of “Industrial 
Nature” and identify the components that represent “Industrial Nature”. The following conclusion is drawn in 
this study; Though “Industrial Nature” being a universal concept, being affected by the local industry, culture, 
and landscape, its appearance differs among places.

１章　序章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１−１.研究背景と目的

　近年、成熟した都市型社会における問題や環境問題を解決

するため、持続可能な都市を構築することが求められている。 

こうした動きの中、地域資源の大切さが見直されつつあり、

多様な個性のある街は評価される傾向にある。そして、その

場所にしかない掛け替えのない風景を創出するためには、街

の歴史や風土、文化は様相を変えながら継承されることが、

今後重要性を増すと考えられる。そこで、日本と共通の都市

課題を持ち、持続可能な都市発展に関して先進国であるドイ

ツの地域づくりは、今後日本の地域づくりにおける展開可能

性を示す上でとても重要であると位置付ける。

　本研究では、産業遺産を活用したドイツと日本の地域づく

りに着目し、”Industrial Nature( 産業的自然 , 以下 IN）”

という新しい自然の概念の視点から比較・分析し、IN が現れ

る要素・要因を明らかにすることを目的とする。これらを明

らかにすることで、今後の日本の地域づくりにも求められる

べきことを示すことができると考えている。

１−２.対象プロジェクト

　対象プロジェクトは、ドイツ NRW 州ルール地域エムシャー

川流域一帯における「IBA エムシャーパークプロジェクト（以

下 IBA エムシャー）」と北海道空知産炭地域の「元気そらち！

産炭地域活性化戦略 ( 以下そらち戦略 )」である。IBA エム

シャーは、ドイツ国内外から注目されている持続可能な地域

づくりの先進的事例であり、そらち戦略は IBA エムシャーを

参考にしているため、研究対象としてふさわしいと考える。

１−３.先行研究

　IBA エムシャーについては、永松 1 による地域再生に関す

る文献、デワンカー２によるエコロジカルランドスケープに

関する研究がある。そらち戦略については、吉岡 3 による地

域活性化計画に関する研究がある。また、岡田４によるテク

ノスケープに関する研究もある。本研究は、日本では確立さ

れていない自然の概念 IN という視点から IBA エムシャーと

そらち戦略を考察する点に独自性があると言える。

表１　ヒアリング調査概要

図１　論文構成

１−４.論文構成と研究方法

　本論文の構成 [図 1]とヒアリング調査概要 [表 1]を示す。

研究方法は、IBA エムシャーは文献・現地調査、そらち戦略

は文献・現地・ヒアリング調査である。

２章　IBA と地域の歴史的変遷　　　　　　　　　　　　　 

２−１.本章の目的

　２章では、IBA エムシャーの独特な手法を理解するため、

文献資料より、ドイツの都市・地域開発手法「IBA」の概要

と歴史的変遷を把握する。次に、両プロジェクトを比較する

前提として、文献資料・ヒアリングより、両地域の炭鉱地域

としての歴史的変遷を概観する。

２−２.IBA の概要と歴史的変遷

　IBA( 国際建設博覧会 ) とは、ドイツで 100 年以上の歴史を

持つ持続可能な都市・地域に関する開発手法である。また、

徐々に建築の展示イベントから具体的な都市・社会問題の解

決に取り組むようになると同時に、対象範囲も都市スケール

へと発展していった。さらに、近年 IBA の開催が増加してい

るだけでなく、ヨーロッパ各地に影響が広がっている。

２−３.ルール地域の歴史的変遷

　歴史的な都市が多く存在するルール地域南部は、1837 年に

石炭の発掘が始まり、ライン川を輸送動脈として鉱山開発・

工業地域化が進んだ。未開発のエムシャー地域は運河・鉄道

を整備し、炭鉱や製鉄所を中心とした住宅地が形成された。

第一次世界大戦後、石炭産業は国家事業として推進され、ヨー

ロッパ最大級の工業地帯になった一方、無秩序な開発によっ

てエムシャー川は世界最大の排水系統に変わった。1960 年代

以降エネルギー革命によって鉱工業は衰退し、多くの問題が

残され、住民の心理に悪影響を与え始めていた。危機感を感

じた NRW州は、1989 年〜1999 年に IBA エムシャーを実施した。

２−４.空知産炭地域の歴史的変遷

　北海道の石炭生産は 1860 年前後に始まり、国家プロジェ

クトだった近代炭鉱開発によって鉄道が開通し、石炭の生産

システムを中心とした炭鉱街が形成された。国内有数の産炭

地域になった後、エネルギー革命によって一気に衰退したが、

国の積極的な投資によって生き残り、1995 年全炭鉱が閉山し

た。閉山後も自治体・市民共に国策に頼り、歴史的文脈を無

視した政策は大失敗し、多くの問題が噴出した。1988 年〜空

知支庁による初の炭鉱遺産調査が始まり、市民活動の活発化

と同時に炭鉱遺産調査は市民活動の支援へと転換し、2009 年

そらち戦略が策定された。

２−５.考察・小結

1) 両地域とも、炭鉱産業と街の形成は、自然の変化と深い繋

がりがある。

2) 両地域ともエネルギー生産地として国を支えてきた。しか

し、石炭産業衰退後に地域を支えてきた主体やその移行時期

に違いがある。

３章　プロジェクトの実態把握　　　　　　　　　　　　　 

３−１.本章の目的

　３章では、両プロジェクトを比較するため、文献資料・現

地視察・ヒアリング調査より、両プロジェクトの概要、実施

プロセス・プレイヤー、全体のマネジメント組織、IBA エム

シャーのガイドラインを把握する。ただし、両プロジェクト

の全体計画、方針テーマ別計画には IN という具体的な言葉

は出てこない。

３−２.IBA エムシャーの概要

　IBA エムシャーは、長年自然環境が破壊され続けてきたエ

ムシャー川の再生と共に、産業構造物を再活用し、地域を活

性化するための事業である [ 図 2]。IBA エムシャーの目的、

目標、方針テーマ、実践意義、戦略の関係を [図 3] に示す。

　IBA エムシャーパークは、全体計画とテーマ別計画が存在

し、全体計画は全テーマ別計画を包括する内容であり、幅広

い項目（環境、経済・暮らし、文化、産業遺産、社会、芸術）

を含む構造となっている。【3. 方針テーマ】達成の付加価値

として、4b 新たな価値・考え方の創出、4c 風景が変わる、

4d 協働への理解、4e 住民の誇り回復が示された。また、5b

産業遊休地の再利用推進は、4e だけでなく、4a 生態系の再

構築と4b新たな価値・考え方の創出という成果を生み出した。

３−３.IBA エムシャーの実施プロセス

　実施プロセスを [図 4] に示す。プロジェクトは、方針テー

マに沿って同時多発的に実施し、全体が１つのプロジェクト

として機能するために原則を設けている。

３−６.そらち戦略の概要

　そらち戦略は、NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団（以下 NPO

炭鉱）の協力の下、民間主導による活動自立化を促進するた

め、空知支庁によって策定された地域再生のマスタープラン

である [ 図 5]。「炭鉱の記憶」が地域の有用な資産であるこ

とを示し、様々な主体が実践するための進むべき方向・具体

的展開を示した指針である。そらち戦略の目的、目標、方針

テーマ、実践意義、戦略の関係を [図 6] に示す。

　そらち戦略は個別計画のみ存在し、産業遺産、社会の項目

を中心に含む構造となっている。【4. 実践意義】は、【1. 目的】

の達成による付加価値として、4a 国や他の自治体の手本とな

る、4c 歴史から未来の手がかりを得ることがある。

３−７.そらち戦略の実施プロセス

　実施プロセスを [ 図 7] に示す。そらち戦略は、ひとつひ

とつのプロジェクトの独立性よりも、全体のプロセスやネッ

トワークを重視している。

３−９.考察・小結

　IBA エムシャーは全体計画と個別計画が存在し、分野・プ

レイヤー・対象領域が横断的で方針テーマ、実践意義、戦略

は複雑な関係である。一方そらち戦略は、１つのテーマに着

目した個別計画のみ存在し、様々な観点からの具体的取り組

みと全体のプロジェクトプロセスを示す。また、IBA エム

シャーとそらち戦略は住民の誇り回復のために産業建造物を

活用している点と、組織形態は異なるが、どちらも全体のマ

ネジメント役を担っているということが共通点である。さら

に、各々の計画の付加価値としては、新たな考え方・価値観

の創出、新しい風景の創出、他の場所の手本となるがある。

４章　プロジェクトの進展　　　　　　　　　　　　　　　 

４−１.本章の目的

　４章では、両プロジェクトとそこ

から派生した諸計画との関係を比較

するため、文献資料・ヒアリング調

査より、両プロジェクトの進展を把

握する。

４−３.IBA エムシャーと派生プロジェ

クトとの関係

　IBA エムシャーと IBA エムシャー後

に派生したプロジェクトとの関係を

[図 8] に示す。

　イベントの開催はエコロジーや社

会問題を考える、文化による変革、産業遺産の活用という点

において、IBA エムシャーと共通である。

４−５.そらち戦略と派生プロジェクトとの関係

　そらち戦略とそらち戦略以外のプロジェクトとの関係を

[図 9] に示す。

　炭鉱の記憶の継承・活用を前提としながら、まずは存在の

価値・意義を認識してもらうため、歴史・アート・教育・ま

ちあるきなど様々な観点からアプローチしている。広域デザ

イン、自らのことを考えるという点において、そらち戦略と

共通である。

４−６.考察・小結

1) 共通点として、広域デザインと産業遺産の活用、都市問題

や自分の地域について考えることがある。

2) 相違点として、IBA エムシャーの派生プロジェクトには、

広域連携と文化による変革がある。

５章　Industrial Nature　　　　　　　　　　　　　　　  

５−１. 本章の目的

　５章では、両プロジェクトの中の 1 つであり、IN という考

え方を導入した具体的事例を用いて、文献資料より空間デザ

インにおける IN の概念を整理する。

５−２.Industrial Nature の概念

　IN はドイツ発祥の概念で、放置された産業地に、人の活動

が介在した後に生まれる植生や産業時代の残った遺構など、

全てを含めて自然と捉えようという概念である。

５−４.Landschaftspark Duisburg Nord の実態把握

　Landschaftspark Duisburg Nord は、IBA エムシャーの 3c:

産業建造物の保存活用のプロジェクトの内の１つである。環

境再生の１つの手段として IN を導入した事例で、鉄製錬所

を稼動時の産業建造物を保存し、そこにランドスケープ・デ

ザインを施し再整備した自然公園である。コンセプト、デザ

イン、意義、成果の関係を [図 10] に示す [図 11,12]。

５−６.北炭幌内景観公園の実態把握

　北炭幌内景観公園は、地域再生に

向けて炭鉱遺産を活用しようと、住

民の手により景観公園として整備が

進められており、炭鉱遺産の必要性

と可能性を両立させるテーマとし

て、ランドスケープとアートの融合

を目指す道を模索している。活動内

容、意義、成果の関係を [ 図 13] に

示す。[図 14]

５−７. 小結

　Landschafts Duisburg Nord と北炭幌内炭鉱景観公園は、

産業遺産の残っている規模もその土地の自然環境も異なる。

ゆえに、 IN という同じ概念を導入しているが、具体的なデザ

インや取り組みが異なり、それによって IN の現れかたも変

わってくる。

　Landschaftspark Duisburg Nord における IN とは、自然の

プロセスによる環境再生だけではなく、産業建造物の迫力や

当時の雑多さ、歴史を感じるランドスケープデザインの美し

さ、さらにリクリエーション空間の転換によって、人々はそ

の空間を体感できる。一方、北炭幌内景観公園は、自然の偉

大さを認識すると同時に、産業遺産の存在を顕在化する。

６章　結論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　６章では、２〜４章を踏まえ、５章の具体的事例を用いて、

IN の視点から計画レベルにおける IN の要素の抽出・分析を

する。

　２章では、両地域とも炭鉱開発による街の形成・発展には、

その土地の自然が大きく関わっている。

　３章ではIBAエムシャーより、産業構造物のリクリエーショ

ン・文化資源への転換や生態系の利用による、生態系の再構

築、風景・文化・社会構造に関する新たな価値・考え方の創

出という点において IN が現れ、全体計画とテーマ別計画の

相互に支えられ、IN が創出される構造計画になっている。

　そらち戦略より、５章の具体的事例より分析すると、景観

公園としての整備による炭鉱遺産の必要性と可能性の両立

は、創造都市の形成による地域が存在することの価値・意義

を示すことと国や他の自治体の手本となる、という点におい

て、IN が現れる。また、順路の整備による価値創造・表現は、

まち力の向上による国や他の自治体の手本となる、という点

において、IN が現れる。

　４章では、両プロジェクトで、産業遺産を活用したアート

イベントにおいてアーティストの問いかけからエコロジーや

社会問題を考えたり、アートの力で強調することによって、

IN が現れる。

　以上より、

(1) 産業衰退の時期が両地域は異なり、IBA は州が主体となっ

たが、空知は国による観光開発が行われ、主体も異なった。

(2)IBA エムシャーは２重に支えられたプロジェクトであり、

そこから Latz は IN の概念を導入したランドスケープデザイ

ンを生み出した。

(3) 空知では市民が主体となり IN の考え方を導入したプロ

ジェクトの始まりが見えたばかりであり、全体計画の支えは

ない。また、テーマ別計画では環境と芸術が現れていない。

ということがわかった。

　空知産炭地域への提言として、

(1) 地域主体の取り組みになったことは高く評価でき、この

土地ならではのデザイン・活用にとっても重要である。さら

なる取り組みの進展のためにも、資金援助や人的支援を行う

べきである。

(2) この土地ならではの風景を創出するためにも、また、地

域資源を活かした街づくりを進めるためにも、そらち戦略を

全体計画の中に位置づけるべきである。

(3) 空知産炭地域のまちづくりは、限られた炭鉱遺産の存在

を顕在化するランドスケープデザインを人間の手を加えるこ

とによってする必要がある。

　本研究では、以下のことが明らかになった

(1)IN とは普遍的な自然の概念であるが、その土地の産業や

風土、歴史が影響するのでその土地ごとに産業遺産を顕在化

させるランドスケープデザインは大きく異なると言える。

(2)IN の概念を導入したランドスケープの創出には、環境と

芸術がキーワードである。

(3)IN の概念を導入したランドスケープの創出には、地域が

主体となって取り組むことが重要であり、テーマ計画だけで

はなく、全体計画の中で位置付ける必要がある。
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凡例　　　；環境　　；経済・暮らし　　；文化　　；産業遺産　　；社会　　；芸術

a: ｴｺﾛｼﾞｰの革新

b: 経済の革新

c:社会の革新

豊かさを

【2.目標】

a: 緑地帯の再生

b: ｴﾑｼｬｰ水系の
自然再生

c: 産業建造物の
保存活用

d: 公園の中で働く

e: 住まいづくりと
　まちづくり

a: 生態系の再構築

b: 新たな価値・考え方
　の創出

生み出すこと

【１.目的】

c: 産業遊休地の用途の転換に
　より風景が変わる

d: 協働への理解が生まれる

e: 地域が有名になり、
　住民の誇りを回復

a: 地域的な生産構造のｴｺﾛｼﾞｰ
を目指した転換

b: 産業遊休地の再利用推進
　による土地利用拡大の抑止

c: ｴｺﾛｼﾞｶﾙな建設理論の実施

【4.実践意義】 【5.戦略】【3.方針テーマ】

  [全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ共通のﾌﾟﾛｾｽ]
IBA ｴﾑｼｬｰﾊﾟｰｸ公社設立

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ・ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝの策定

事業主体の決定

事業計画策定

プロジェクト実施
④

・IBA ｴﾑｼｬｰ公社
　による助言
・専門家による
　ＷS開催

③

・ｺﾝﾍﾟの開催②

・品質管理協定

①

a: 歴史的文脈の
意義と価値の認識

b: 地域の活性化
に寄与する

c: 地域住民の
誇りの回復

a: 地域内外から注目
を集め始める

b: 活性化に向けた
流れの加速

a: 炭鉱の記憶を手がかり
に、地域内外の循環づくり

b: 地域全体の価値を高め、
持続可能な地域にする

b: 地域が存在すること
の価値・ 意義を示す

c: 歴史から未来への手が
かりを得ることができる

a: 国や他の自治
体の手本となるa: まち力の向上

b: 創造都市の形成

c: 地域マネジメント
機能の確立

【2.目標】【１.目的】 【5.戦略】 【4.実践意義】【3.方針テーマ】

美唄市

赤平市

歌志内市 芦別市

岩見沢市

三笠市

栗山町

奈井江町

沼田町

砂川市

滝川市

夕張市

上砂川町
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NPO法人炭鉱の記憶
推進事業団設立

[全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ共通のﾌﾟﾛｾｽ]

❶
元気そらち！産炭地域活性化

戦略の策定

先導的拠点の選択と
　ｾﾝﾀｰ機能の明確化

[ 創造都市の
  形成 ]

先導的拠点の
ﾈｯﾄﾜｰｸ化

拠点の形成

❷

優先度や実現性
の観点より
❸ ❹

１章　序章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１−１.研究背景と目的

　近年、成熟した都市型社会における問題や環境問題を解決

するため、持続可能な都市を構築することが求められている。 

こうした動きの中、地域資源の大切さが見直されつつあり、

多様な個性のある街は評価される傾向にある。そして、その

場所にしかない掛け替えのない風景を創出するためには、街

の歴史や風土、文化は様相を変えながら継承されることが、

今後重要性を増すと考えられる。そこで、日本と共通の都市

課題を持ち、持続可能な都市発展に関して先進国であるドイ

ツの地域づくりは、今後日本の地域づくりにおける展開可能

性を示す上でとても重要であると位置付ける。

　本研究では、産業遺産を活用したドイツと日本の地域づく

りに着目し、”Industrial Nature( 産業的自然 , 以下 IN）”

という新しい自然の概念の視点から比較・分析し、IN が現れ

る要素・要因を明らかにすることを目的とする。これらを明

らかにすることで、今後の日本の地域づくりにも求められる

べきことを示すことができると考えている。

１−２.対象プロジェクト

　対象プロジェクトは、ドイツ NRW 州ルール地域エムシャー

川流域一帯における「IBA エムシャーパークプロジェクト（以

下 IBA エムシャー）」と北海道空知産炭地域の「元気そらち！

産炭地域活性化戦略 ( 以下そらち戦略 )」である。IBA エム

シャーは、ドイツ国内外から注目されている持続可能な地域

づくりの先進的事例であり、そらち戦略は IBA エムシャーを

参考にしているため、研究対象としてふさわしいと考える。

１−３.先行研究

　IBA エムシャーについては、永松 1 による地域再生に関す

る文献、デワンカー２によるエコロジカルランドスケープに

関する研究がある。そらち戦略については、吉岡 3 による地

域活性化計画に関する研究がある。また、岡田４によるテク

ノスケープに関する研究もある。本研究は、日本では確立さ

れていない自然の概念 IN という視点から IBA エムシャーと

そらち戦略を考察する点に独自性があると言える。

図 2　IBA エムシャー対象範囲

図４　IBA エムシャー実施プロセス

図３　IBA エムシャーの概要関係

図６　そらち戦略の概要関係 図５　そらち戦略対象範囲

図７　そらち戦略実施プロセス

１−４.論文構成と研究方法

　本論文の構成 [図 1]とヒアリング調査概要 [表 1]を示す。

研究方法は、IBA エムシャーは文献・現地調査、そらち戦略

は文献・現地・ヒアリング調査である。

２章　IBA と地域の歴史的変遷　　　　　　　　　　　　　 

２−１.本章の目的

　２章では、IBA エムシャーの独特な手法を理解するため、

文献資料より、ドイツの都市・地域開発手法「IBA」の概要

と歴史的変遷を把握する。次に、両プロジェクトを比較する

前提として、文献資料・ヒアリングより、両地域の炭鉱地域

としての歴史的変遷を概観する。

２−２.IBA の概要と歴史的変遷

　IBA( 国際建設博覧会 ) とは、ドイツで 100 年以上の歴史を

持つ持続可能な都市・地域に関する開発手法である。また、

徐々に建築の展示イベントから具体的な都市・社会問題の解

決に取り組むようになると同時に、対象範囲も都市スケール

へと発展していった。さらに、近年 IBA の開催が増加してい

るだけでなく、ヨーロッパ各地に影響が広がっている。

２−３.ルール地域の歴史的変遷

　歴史的な都市が多く存在するルール地域南部は、1837 年に

石炭の発掘が始まり、ライン川を輸送動脈として鉱山開発・

工業地域化が進んだ。未開発のエムシャー地域は運河・鉄道

を整備し、炭鉱や製鉄所を中心とした住宅地が形成された。

第一次世界大戦後、石炭産業は国家事業として推進され、ヨー

ロッパ最大級の工業地帯になった一方、無秩序な開発によっ

てエムシャー川は世界最大の排水系統に変わった。1960 年代

以降エネルギー革命によって鉱工業は衰退し、多くの問題が

残され、住民の心理に悪影響を与え始めていた。危機感を感

じた NRW州は、1989 年〜1999 年に IBA エムシャーを実施した。

２−４.空知産炭地域の歴史的変遷

　北海道の石炭生産は 1860 年前後に始まり、国家プロジェ

クトだった近代炭鉱開発によって鉄道が開通し、石炭の生産

システムを中心とした炭鉱街が形成された。国内有数の産炭

地域になった後、エネルギー革命によって一気に衰退したが、

国の積極的な投資によって生き残り、1995 年全炭鉱が閉山し

た。閉山後も自治体・市民共に国策に頼り、歴史的文脈を無

視した政策は大失敗し、多くの問題が噴出した。1988 年〜空

知支庁による初の炭鉱遺産調査が始まり、市民活動の活発化

と同時に炭鉱遺産調査は市民活動の支援へと転換し、2009 年

そらち戦略が策定された。

２−５.考察・小結

1) 両地域とも、炭鉱産業と街の形成は、自然の変化と深い繋

がりがある。

2) 両地域ともエネルギー生産地として国を支えてきた。しか

し、石炭産業衰退後に地域を支えてきた主体やその移行時期

に違いがある。

３章　プロジェクトの実態把握　　　　　　　　　　　　　 

３−１.本章の目的

　３章では、両プロジェクトを比較するため、文献資料・現

地視察・ヒアリング調査より、両プロジェクトの概要、実施

プロセス・プレイヤー、全体のマネジメント組織、IBA エム

シャーのガイドラインを把握する。ただし、両プロジェクト

の全体計画、方針テーマ別計画には IN という具体的な言葉

は出てこない。

３−２.IBA エムシャーの概要

　IBA エムシャーは、長年自然環境が破壊され続けてきたエ

ムシャー川の再生と共に、産業構造物を再活用し、地域を活

性化するための事業である [ 図 2]。IBA エムシャーの目的、

目標、方針テーマ、実践意義、戦略の関係を [図 3] に示す。

　IBA エムシャーパークは、全体計画とテーマ別計画が存在

し、全体計画は全テーマ別計画を包括する内容であり、幅広

い項目（環境、経済・暮らし、文化、産業遺産、社会、芸術）

を含む構造となっている。【3. 方針テーマ】達成の付加価値

として、4b 新たな価値・考え方の創出、4c 風景が変わる、

4d 協働への理解、4e 住民の誇り回復が示された。また、5b

産業遊休地の再利用推進は、4e だけでなく、4a 生態系の再

構築と4b新たな価値・考え方の創出という成果を生み出した。

３−３.IBA エムシャーの実施プロセス

　実施プロセスを [図 4] に示す。プロジェクトは、方針テー

マに沿って同時多発的に実施し、全体が１つのプロジェクト

として機能するために原則を設けている。

３−６.そらち戦略の概要

　そらち戦略は、NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団（以下 NPO

炭鉱）の協力の下、民間主導による活動自立化を促進するた

め、空知支庁によって策定された地域再生のマスタープラン

である [ 図 5]。「炭鉱の記憶」が地域の有用な資産であるこ

とを示し、様々な主体が実践するための進むべき方向・具体

的展開を示した指針である。そらち戦略の目的、目標、方針

テーマ、実践意義、戦略の関係を [図 6] に示す。

　そらち戦略は個別計画のみ存在し、産業遺産、社会の項目

を中心に含む構造となっている。【4. 実践意義】は、【1. 目的】

の達成による付加価値として、4a 国や他の自治体の手本とな

る、4c 歴史から未来の手がかりを得ることがある。

３−７.そらち戦略の実施プロセス

　実施プロセスを [ 図 7] に示す。そらち戦略は、ひとつひ

とつのプロジェクトの独立性よりも、全体のプロセスやネッ

トワークを重視している。

３−９.考察・小結

　IBA エムシャーは全体計画と個別計画が存在し、分野・プ

レイヤー・対象領域が横断的で方針テーマ、実践意義、戦略

は複雑な関係である。一方そらち戦略は、１つのテーマに着

目した個別計画のみ存在し、様々な観点からの具体的取り組

みと全体のプロジェクトプロセスを示す。また、IBA エム

シャーとそらち戦略は住民の誇り回復のために産業建造物を

活用している点と、組織形態は異なるが、どちらも全体のマ

ネジメント役を担っているということが共通点である。さら

に、各々の計画の付加価値としては、新たな考え方・価値観

の創出、新しい風景の創出、他の場所の手本となるがある。

４章　プロジェクトの進展　　　　　　　　　　　　　　　 

４−１.本章の目的

　４章では、両プロジェクトとそこ

から派生した諸計画との関係を比較

するため、文献資料・ヒアリング調

査より、両プロジェクトの進展を把

握する。

４−３.IBA エムシャーと派生プロジェ

クトとの関係

　IBA エムシャーと IBA エムシャー後

に派生したプロジェクトとの関係を

[図 8] に示す。

　イベントの開催はエコロジーや社

会問題を考える、文化による変革、産業遺産の活用という点

において、IBA エムシャーと共通である。

４−５.そらち戦略と派生プロジェクトとの関係

　そらち戦略とそらち戦略以外のプロジェクトとの関係を

[図 9] に示す。

　炭鉱の記憶の継承・活用を前提としながら、まずは存在の

価値・意義を認識してもらうため、歴史・アート・教育・ま

ちあるきなど様々な観点からアプローチしている。広域デザ

イン、自らのことを考えるという点において、そらち戦略と

共通である。

４−６.考察・小結

1) 共通点として、広域デザインと産業遺産の活用、都市問題

や自分の地域について考えることがある。

2) 相違点として、IBA エムシャーの派生プロジェクトには、

広域連携と文化による変革がある。

５章　Industrial Nature　　　　　　　　　　　　　　　  

５−１. 本章の目的

　５章では、両プロジェクトの中の 1 つであり、IN という考

え方を導入した具体的事例を用いて、文献資料より空間デザ

インにおける IN の概念を整理する。

５−２.Industrial Nature の概念

　IN はドイツ発祥の概念で、放置された産業地に、人の活動

が介在した後に生まれる植生や産業時代の残った遺構など、

全てを含めて自然と捉えようという概念である。

５−４.Landschaftspark Duisburg Nord の実態把握

　Landschaftspark Duisburg Nord は、IBA エムシャーの 3c:

産業建造物の保存活用のプロジェクトの内の１つである。環

境再生の１つの手段として IN を導入した事例で、鉄製錬所

を稼動時の産業建造物を保存し、そこにランドスケープ・デ

ザインを施し再整備した自然公園である。コンセプト、デザ

イン、意義、成果の関係を [図 10] に示す [図 11,12]。

５−６.北炭幌内景観公園の実態把握

　北炭幌内景観公園は、地域再生に

向けて炭鉱遺産を活用しようと、住

民の手により景観公園として整備が

進められており、炭鉱遺産の必要性

と可能性を両立させるテーマとし

て、ランドスケープとアートの融合

を目指す道を模索している。活動内

容、意義、成果の関係を [ 図 13] に

示す。[図 14]

５−７. 小結

　Landschafts Duisburg Nord と北炭幌内炭鉱景観公園は、

産業遺産の残っている規模もその土地の自然環境も異なる。

ゆえに、 IN という同じ概念を導入しているが、具体的なデザ

インや取り組みが異なり、それによって IN の現れかたも変

わってくる。

　Landschaftspark Duisburg Nord における IN とは、自然の

プロセスによる環境再生だけではなく、産業建造物の迫力や

当時の雑多さ、歴史を感じるランドスケープデザインの美し

さ、さらにリクリエーション空間の転換によって、人々はそ

の空間を体感できる。一方、北炭幌内景観公園は、自然の偉

大さを認識すると同時に、産業遺産の存在を顕在化する。

６章　結論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　６章では、２〜４章を踏まえ、５章の具体的事例を用いて、

IN の視点から計画レベルにおける IN の要素の抽出・分析を

する。

　２章では、両地域とも炭鉱開発による街の形成・発展には、

その土地の自然が大きく関わっている。

　３章ではIBAエムシャーより、産業構造物のリクリエーショ

ン・文化資源への転換や生態系の利用による、生態系の再構

築、風景・文化・社会構造に関する新たな価値・考え方の創

出という点において IN が現れ、全体計画とテーマ別計画の

相互に支えられ、IN が創出される構造計画になっている。

　そらち戦略より、５章の具体的事例より分析すると、景観

公園としての整備による炭鉱遺産の必要性と可能性の両立

は、創造都市の形成による地域が存在することの価値・意義

を示すことと国や他の自治体の手本となる、という点におい

て、IN が現れる。また、順路の整備による価値創造・表現は、

まち力の向上による国や他の自治体の手本となる、という点

において、IN が現れる。

　４章では、両プロジェクトで、産業遺産を活用したアート

イベントにおいてアーティストの問いかけからエコロジーや

社会問題を考えたり、アートの力で強調することによって、

IN が現れる。

　以上より、

(1) 産業衰退の時期が両地域は異なり、IBA は州が主体となっ

たが、空知は国による観光開発が行われ、主体も異なった。

(2)IBA エムシャーは２重に支えられたプロジェクトであり、

そこから Latz は IN の概念を導入したランドスケープデザイ

ンを生み出した。

(3) 空知では市民が主体となり IN の考え方を導入したプロ

ジェクトの始まりが見えたばかりであり、全体計画の支えは

ない。また、テーマ別計画では環境と芸術が現れていない。

ということがわかった。

　空知産炭地域への提言として、

(1) 地域主体の取り組みになったことは高く評価でき、この

土地ならではのデザイン・活用にとっても重要である。さら

なる取り組みの進展のためにも、資金援助や人的支援を行う

べきである。

(2) この土地ならではの風景を創出するためにも、また、地

域資源を活かした街づくりを進めるためにも、そらち戦略を

全体計画の中に位置づけるべきである。

(3) 空知産炭地域のまちづくりは、限られた炭鉱遺産の存在

を顕在化するランドスケープデザインを人間の手を加えるこ

とによってする必要がある。

　本研究では、以下のことが明らかになった

(1)IN とは普遍的な自然の概念であるが、その土地の産業や

風土、歴史が影響するのでその土地ごとに産業遺産を顕在化

させるランドスケープデザインは大きく異なると言える。

(2)IN の概念を導入したランドスケープの創出には、環境と

芸術がキーワードである。

(3)IN の概念を導入したランドスケープの創出には、地域が

主体となって取り組むことが重要であり、テーマ計画だけで

はなく、全体計画の中で位置付ける必要がある。
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１章　序章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１−１.研究背景と目的

　近年、成熟した都市型社会における問題や環境問題を解決

するため、持続可能な都市を構築することが求められている。 

こうした動きの中、地域資源の大切さが見直されつつあり、

多様な個性のある街は評価される傾向にある。そして、その

場所にしかない掛け替えのない風景を創出するためには、街

の歴史や風土、文化は様相を変えながら継承されることが、

今後重要性を増すと考えられる。そこで、日本と共通の都市

課題を持ち、持続可能な都市発展に関して先進国であるドイ

ツの地域づくりは、今後日本の地域づくりにおける展開可能

性を示す上でとても重要であると位置付ける。

　本研究では、産業遺産を活用したドイツと日本の地域づく

りに着目し、”Industrial Nature( 産業的自然 , 以下 IN）”

という新しい自然の概念の視点から比較・分析し、IN が現れ

る要素・要因を明らかにすることを目的とする。これらを明

らかにすることで、今後の日本の地域づくりにも求められる

べきことを示すことができると考えている。

１−２.対象プロジェクト

　対象プロジェクトは、ドイツ NRW 州ルール地域エムシャー

川流域一帯における「IBA エムシャーパークプロジェクト（以

下 IBA エムシャー）」と北海道空知産炭地域の「元気そらち！

産炭地域活性化戦略 ( 以下そらち戦略 )」である。IBA エム

シャーは、ドイツ国内外から注目されている持続可能な地域

づくりの先進的事例であり、そらち戦略は IBA エムシャーを

参考にしているため、研究対象としてふさわしいと考える。

１−３.先行研究

　IBA エムシャーについては、永松 1 による地域再生に関す

る文献、デワンカー２によるエコロジカルランドスケープに

関する研究がある。そらち戦略については、吉岡 3 による地

域活性化計画に関する研究がある。また、岡田４によるテク

ノスケープに関する研究もある。本研究は、日本では確立さ

れていない自然の概念 IN という視点から IBA エムシャーと

そらち戦略を考察する点に独自性があると言える。

図８　IBA エムシャーとの関係 図９　そらち戦略との関係

図１０　Landschaftspark Duisburg Nord のデザイン、 意義、 成果の関係

図１３　北炭幌内景観公園の活動内容、 意義、 成果の関係

１−４.論文構成と研究方法

　本論文の構成 [図 1]とヒアリング調査概要 [表 1]を示す。

研究方法は、IBA エムシャーは文献・現地調査、そらち戦略

は文献・現地・ヒアリング調査である。

２章　IBA と地域の歴史的変遷　　　　　　　　　　　　　 

２−１.本章の目的

　２章では、IBA エムシャーの独特な手法を理解するため、

文献資料より、ドイツの都市・地域開発手法「IBA」の概要

と歴史的変遷を把握する。次に、両プロジェクトを比較する

前提として、文献資料・ヒアリングより、両地域の炭鉱地域

としての歴史的変遷を概観する。

２−２.IBA の概要と歴史的変遷

　IBA( 国際建設博覧会 ) とは、ドイツで 100 年以上の歴史を

持つ持続可能な都市・地域に関する開発手法である。また、

徐々に建築の展示イベントから具体的な都市・社会問題の解

決に取り組むようになると同時に、対象範囲も都市スケール

へと発展していった。さらに、近年 IBA の開催が増加してい

るだけでなく、ヨーロッパ各地に影響が広がっている。

２−３.ルール地域の歴史的変遷

　歴史的な都市が多く存在するルール地域南部は、1837 年に

石炭の発掘が始まり、ライン川を輸送動脈として鉱山開発・

工業地域化が進んだ。未開発のエムシャー地域は運河・鉄道

を整備し、炭鉱や製鉄所を中心とした住宅地が形成された。

第一次世界大戦後、石炭産業は国家事業として推進され、ヨー

ロッパ最大級の工業地帯になった一方、無秩序な開発によっ

てエムシャー川は世界最大の排水系統に変わった。1960 年代

以降エネルギー革命によって鉱工業は衰退し、多くの問題が

残され、住民の心理に悪影響を与え始めていた。危機感を感

じた NRW州は、1989 年〜1999 年に IBA エムシャーを実施した。

２−４.空知産炭地域の歴史的変遷

　北海道の石炭生産は 1860 年前後に始まり、国家プロジェ

クトだった近代炭鉱開発によって鉄道が開通し、石炭の生産

システムを中心とした炭鉱街が形成された。国内有数の産炭

地域になった後、エネルギー革命によって一気に衰退したが、

国の積極的な投資によって生き残り、1995 年全炭鉱が閉山し

た。閉山後も自治体・市民共に国策に頼り、歴史的文脈を無

視した政策は大失敗し、多くの問題が噴出した。1988 年〜空

知支庁による初の炭鉱遺産調査が始まり、市民活動の活発化

と同時に炭鉱遺産調査は市民活動の支援へと転換し、2009 年

そらち戦略が策定された。

２−５.考察・小結

1) 両地域とも、炭鉱産業と街の形成は、自然の変化と深い繋

がりがある。

2) 両地域ともエネルギー生産地として国を支えてきた。しか

し、石炭産業衰退後に地域を支えてきた主体やその移行時期

に違いがある。

３章　プロジェクトの実態把握　　　　　　　　　　　　　 

３−１.本章の目的

　３章では、両プロジェクトを比較するため、文献資料・現

地視察・ヒアリング調査より、両プロジェクトの概要、実施

プロセス・プレイヤー、全体のマネジメント組織、IBA エム

シャーのガイドラインを把握する。ただし、両プロジェクト

の全体計画、方針テーマ別計画には IN という具体的な言葉

は出てこない。

３−２.IBA エムシャーの概要

　IBA エムシャーは、長年自然環境が破壊され続けてきたエ

ムシャー川の再生と共に、産業構造物を再活用し、地域を活

性化するための事業である [ 図 2]。IBA エムシャーの目的、

目標、方針テーマ、実践意義、戦略の関係を [図 3] に示す。

　IBA エムシャーパークは、全体計画とテーマ別計画が存在

し、全体計画は全テーマ別計画を包括する内容であり、幅広

い項目（環境、経済・暮らし、文化、産業遺産、社会、芸術）

を含む構造となっている。【3. 方針テーマ】達成の付加価値

として、4b 新たな価値・考え方の創出、4c 風景が変わる、

4d 協働への理解、4e 住民の誇り回復が示された。また、5b

産業遊休地の再利用推進は、4e だけでなく、4a 生態系の再

構築と4b新たな価値・考え方の創出という成果を生み出した。

３−３.IBA エムシャーの実施プロセス

　実施プロセスを [図 4] に示す。プロジェクトは、方針テー

マに沿って同時多発的に実施し、全体が１つのプロジェクト

として機能するために原則を設けている。

３−６.そらち戦略の概要

　そらち戦略は、NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団（以下 NPO

炭鉱）の協力の下、民間主導による活動自立化を促進するた

め、空知支庁によって策定された地域再生のマスタープラン

である [ 図 5]。「炭鉱の記憶」が地域の有用な資産であるこ

とを示し、様々な主体が実践するための進むべき方向・具体

的展開を示した指針である。そらち戦略の目的、目標、方針

テーマ、実践意義、戦略の関係を [図 6] に示す。

　そらち戦略は個別計画のみ存在し、産業遺産、社会の項目

を中心に含む構造となっている。【4. 実践意義】は、【1. 目的】

の達成による付加価値として、4a 国や他の自治体の手本とな

る、4c 歴史から未来の手がかりを得ることがある。

３−７.そらち戦略の実施プロセス

　実施プロセスを [ 図 7] に示す。そらち戦略は、ひとつひ

とつのプロジェクトの独立性よりも、全体のプロセスやネッ

トワークを重視している。

３−９.考察・小結

　IBA エムシャーは全体計画と個別計画が存在し、分野・プ

レイヤー・対象領域が横断的で方針テーマ、実践意義、戦略

は複雑な関係である。一方そらち戦略は、１つのテーマに着

目した個別計画のみ存在し、様々な観点からの具体的取り組

みと全体のプロジェクトプロセスを示す。また、IBA エム

シャーとそらち戦略は住民の誇り回復のために産業建造物を

活用している点と、組織形態は異なるが、どちらも全体のマ

ネジメント役を担っているということが共通点である。さら

に、各々の計画の付加価値としては、新たな考え方・価値観

の創出、新しい風景の創出、他の場所の手本となるがある。

４章　プロジェクトの進展　　　　　　　　　　　　　　　 

４−１.本章の目的

　４章では、両プロジェクトとそこ

から派生した諸計画との関係を比較

するため、文献資料・ヒアリング調

査より、両プロジェクトの進展を把

握する。

４−３.IBA エムシャーと派生プロジェ

クトとの関係

　IBA エムシャーと IBA エムシャー後

に派生したプロジェクトとの関係を

[図 8] に示す。

　イベントの開催はエコロジーや社

会問題を考える、文化による変革、産業遺産の活用という点

において、IBA エムシャーと共通である。

４−５.そらち戦略と派生プロジェクトとの関係

　そらち戦略とそらち戦略以外のプロジェクトとの関係を

[図 9] に示す。

　炭鉱の記憶の継承・活用を前提としながら、まずは存在の

価値・意義を認識してもらうため、歴史・アート・教育・ま

ちあるきなど様々な観点からアプローチしている。広域デザ

イン、自らのことを考えるという点において、そらち戦略と

共通である。

４−６.考察・小結

1) 共通点として、広域デザインと産業遺産の活用、都市問題

や自分の地域について考えることがある。

2) 相違点として、IBA エムシャーの派生プロジェクトには、

広域連携と文化による変革がある。

５章　Industrial Nature　　　　　　　　　　　　　　　  

５−１. 本章の目的

　５章では、両プロジェクトの中の 1 つであり、IN という考

え方を導入した具体的事例を用いて、文献資料より空間デザ

インにおける IN の概念を整理する。

５−２.Industrial Nature の概念

　IN はドイツ発祥の概念で、放置された産業地に、人の活動

が介在した後に生まれる植生や産業時代の残った遺構など、

全てを含めて自然と捉えようという概念である。

５−４.Landschaftspark Duisburg Nord の実態把握

　Landschaftspark Duisburg Nord は、IBA エムシャーの 3c:

産業建造物の保存活用のプロジェクトの内の１つである。環

境再生の１つの手段として IN を導入した事例で、鉄製錬所

を稼動時の産業建造物を保存し、そこにランドスケープ・デ

ザインを施し再整備した自然公園である。コンセプト、デザ

イン、意義、成果の関係を [図 10] に示す [図 11,12]。

５−６.北炭幌内景観公園の実態把握

　北炭幌内景観公園は、地域再生に

向けて炭鉱遺産を活用しようと、住

民の手により景観公園として整備が

進められており、炭鉱遺産の必要性

と可能性を両立させるテーマとし

て、ランドスケープとアートの融合

を目指す道を模索している。活動内

容、意義、成果の関係を [ 図 13] に

示す。[図 14]

５−７. 小結

　Landschafts Duisburg Nord と北炭幌内炭鉱景観公園は、

産業遺産の残っている規模もその土地の自然環境も異なる。

ゆえに、 IN という同じ概念を導入しているが、具体的なデザ

インや取り組みが異なり、それによって IN の現れかたも変

わってくる。

　Landschaftspark Duisburg Nord における IN とは、自然の

プロセスによる環境再生だけではなく、産業建造物の迫力や

当時の雑多さ、歴史を感じるランドスケープデザインの美し

さ、さらにリクリエーション空間の転換によって、人々はそ

の空間を体感できる。一方、北炭幌内景観公園は、自然の偉

大さを認識すると同時に、産業遺産の存在を顕在化する。

６章　結論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　６章では、２〜４章を踏まえ、５章の具体的事例を用いて、

IN の視点から計画レベルにおける IN の要素の抽出・分析を

する。

　２章では、両地域とも炭鉱開発による街の形成・発展には、

その土地の自然が大きく関わっている。

　３章ではIBAエムシャーより、産業構造物のリクリエーショ

ン・文化資源への転換や生態系の利用による、生態系の再構

築、風景・文化・社会構造に関する新たな価値・考え方の創

出という点において IN が現れ、全体計画とテーマ別計画の

相互に支えられ、IN が創出される構造計画になっている。

　そらち戦略より、５章の具体的事例より分析すると、景観

公園としての整備による炭鉱遺産の必要性と可能性の両立

は、創造都市の形成による地域が存在することの価値・意義

を示すことと国や他の自治体の手本となる、という点におい

て、IN が現れる。また、順路の整備による価値創造・表現は、

まち力の向上による国や他の自治体の手本となる、という点

において、IN が現れる。

　４章では、両プロジェクトで、産業遺産を活用したアート

イベントにおいてアーティストの問いかけからエコロジーや

社会問題を考えたり、アートの力で強調することによって、

IN が現れる。

　以上より、

(1) 産業衰退の時期が両地域は異なり、IBA は州が主体となっ

たが、空知は国による観光開発が行われ、主体も異なった。

(2)IBA エムシャーは２重に支えられたプロジェクトであり、

そこから Latz は IN の概念を導入したランドスケープデザイ

ンを生み出した。

(3) 空知では市民が主体となり IN の考え方を導入したプロ

ジェクトの始まりが見えたばかりであり、全体計画の支えは

ない。また、テーマ別計画では環境と芸術が現れていない。

ということがわかった。

　空知産炭地域への提言として、

(1) 地域主体の取り組みになったことは高く評価でき、この

土地ならではのデザイン・活用にとっても重要である。さら

なる取り組みの進展のためにも、資金援助や人的支援を行う

べきである。

(2) この土地ならではの風景を創出するためにも、また、地

域資源を活かした街づくりを進めるためにも、そらち戦略を

全体計画の中に位置づけるべきである。

(3) 空知産炭地域のまちづくりは、限られた炭鉱遺産の存在

を顕在化するランドスケープデザインを人間の手を加えるこ

とによってする必要がある。

　本研究では、以下のことが明らかになった

(1)IN とは普遍的な自然の概念であるが、その土地の産業や

風土、歴史が影響するのでその土地ごとに産業遺産を顕在化

させるランドスケープデザインは大きく異なると言える。

(2)IN の概念を導入したランドスケープの創出には、環境と

芸術がキーワードである。

(3)IN の概念を導入したランドスケープの創出には、地域が

主体となって取り組むことが重要であり、テーマ計画だけで

はなく、全体計画の中で位置付ける必要がある。
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１章　序章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１−１.研究背景と目的

　近年、成熟した都市型社会における問題や環境問題を解決

するため、持続可能な都市を構築することが求められている。 

こうした動きの中、地域資源の大切さが見直されつつあり、

多様な個性のある街は評価される傾向にある。そして、その

場所にしかない掛け替えのない風景を創出するためには、街

の歴史や風土、文化は様相を変えながら継承されることが、

今後重要性を増すと考えられる。そこで、日本と共通の都市

課題を持ち、持続可能な都市発展に関して先進国であるドイ

ツの地域づくりは、今後日本の地域づくりにおける展開可能

性を示す上でとても重要であると位置付ける。

　本研究では、産業遺産を活用したドイツと日本の地域づく

りに着目し、”Industrial Nature( 産業的自然 , 以下 IN）”

という新しい自然の概念の視点から比較・分析し、IN が現れ

る要素・要因を明らかにすることを目的とする。これらを明

らかにすることで、今後の日本の地域づくりにも求められる

べきことを示すことができると考えている。

１−２.対象プロジェクト

　対象プロジェクトは、ドイツ NRW 州ルール地域エムシャー

川流域一帯における「IBA エムシャーパークプロジェクト（以

下 IBA エムシャー）」と北海道空知産炭地域の「元気そらち！

産炭地域活性化戦略 ( 以下そらち戦略 )」である。IBA エム

シャーは、ドイツ国内外から注目されている持続可能な地域

づくりの先進的事例であり、そらち戦略は IBA エムシャーを

参考にしているため、研究対象としてふさわしいと考える。

１−３.先行研究

　IBA エムシャーについては、永松 1 による地域再生に関す

る文献、デワンカー２によるエコロジカルランドスケープに

関する研究がある。そらち戦略については、吉岡 3 による地

域活性化計画に関する研究がある。また、岡田４によるテク

ノスケープに関する研究もある。本研究は、日本では確立さ

れていない自然の概念 IN という視点から IBA エムシャーと

そらち戦略を考察する点に独自性があると言える。

図１１　ロッククライミングの練習場　　図１２　全体

図１４　北炭幌内景観公園

１−４.論文構成と研究方法

　本論文の構成 [図 1]とヒアリング調査概要 [表 1]を示す。

研究方法は、IBA エムシャーは文献・現地調査、そらち戦略

は文献・現地・ヒアリング調査である。

２章　IBA と地域の歴史的変遷　　　　　　　　　　　　　 

２−１.本章の目的

　２章では、IBA エムシャーの独特な手法を理解するため、

文献資料より、ドイツの都市・地域開発手法「IBA」の概要

と歴史的変遷を把握する。次に、両プロジェクトを比較する

前提として、文献資料・ヒアリングより、両地域の炭鉱地域

としての歴史的変遷を概観する。

２−２.IBA の概要と歴史的変遷

　IBA( 国際建設博覧会 ) とは、ドイツで 100 年以上の歴史を

持つ持続可能な都市・地域に関する開発手法である。また、

徐々に建築の展示イベントから具体的な都市・社会問題の解

決に取り組むようになると同時に、対象範囲も都市スケール

へと発展していった。さらに、近年 IBA の開催が増加してい

るだけでなく、ヨーロッパ各地に影響が広がっている。

２−３.ルール地域の歴史的変遷

　歴史的な都市が多く存在するルール地域南部は、1837 年に

石炭の発掘が始まり、ライン川を輸送動脈として鉱山開発・

工業地域化が進んだ。未開発のエムシャー地域は運河・鉄道

を整備し、炭鉱や製鉄所を中心とした住宅地が形成された。

第一次世界大戦後、石炭産業は国家事業として推進され、ヨー

ロッパ最大級の工業地帯になった一方、無秩序な開発によっ

てエムシャー川は世界最大の排水系統に変わった。1960 年代

以降エネルギー革命によって鉱工業は衰退し、多くの問題が

残され、住民の心理に悪影響を与え始めていた。危機感を感

じた NRW州は、1989 年〜1999 年に IBA エムシャーを実施した。

２−４.空知産炭地域の歴史的変遷

　北海道の石炭生産は 1860 年前後に始まり、国家プロジェ

クトだった近代炭鉱開発によって鉄道が開通し、石炭の生産

システムを中心とした炭鉱街が形成された。国内有数の産炭

地域になった後、エネルギー革命によって一気に衰退したが、

国の積極的な投資によって生き残り、1995 年全炭鉱が閉山し

た。閉山後も自治体・市民共に国策に頼り、歴史的文脈を無

視した政策は大失敗し、多くの問題が噴出した。1988 年〜空

知支庁による初の炭鉱遺産調査が始まり、市民活動の活発化

と同時に炭鉱遺産調査は市民活動の支援へと転換し、2009 年

そらち戦略が策定された。

２−５.考察・小結

1) 両地域とも、炭鉱産業と街の形成は、自然の変化と深い繋

がりがある。

2) 両地域ともエネルギー生産地として国を支えてきた。しか

し、石炭産業衰退後に地域を支えてきた主体やその移行時期

に違いがある。

３章　プロジェクトの実態把握　　　　　　　　　　　　　 

３−１.本章の目的

　３章では、両プロジェクトを比較するため、文献資料・現

地視察・ヒアリング調査より、両プロジェクトの概要、実施

プロセス・プレイヤー、全体のマネジメント組織、IBA エム

シャーのガイドラインを把握する。ただし、両プロジェクト

の全体計画、方針テーマ別計画には IN という具体的な言葉

は出てこない。

３−２.IBA エムシャーの概要

　IBA エムシャーは、長年自然環境が破壊され続けてきたエ

ムシャー川の再生と共に、産業構造物を再活用し、地域を活

性化するための事業である [ 図 2]。IBA エムシャーの目的、

目標、方針テーマ、実践意義、戦略の関係を [図 3] に示す。

　IBA エムシャーパークは、全体計画とテーマ別計画が存在

し、全体計画は全テーマ別計画を包括する内容であり、幅広

い項目（環境、経済・暮らし、文化、産業遺産、社会、芸術）

を含む構造となっている。【3. 方針テーマ】達成の付加価値

として、4b 新たな価値・考え方の創出、4c 風景が変わる、

4d 協働への理解、4e 住民の誇り回復が示された。また、5b

産業遊休地の再利用推進は、4e だけでなく、4a 生態系の再

構築と4b新たな価値・考え方の創出という成果を生み出した。

３−３.IBA エムシャーの実施プロセス

　実施プロセスを [図 4] に示す。プロジェクトは、方針テー

マに沿って同時多発的に実施し、全体が１つのプロジェクト

として機能するために原則を設けている。

３−６.そらち戦略の概要

　そらち戦略は、NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団（以下 NPO

炭鉱）の協力の下、民間主導による活動自立化を促進するた

め、空知支庁によって策定された地域再生のマスタープラン

である [ 図 5]。「炭鉱の記憶」が地域の有用な資産であるこ

とを示し、様々な主体が実践するための進むべき方向・具体

的展開を示した指針である。そらち戦略の目的、目標、方針

テーマ、実践意義、戦略の関係を [図 6] に示す。

　そらち戦略は個別計画のみ存在し、産業遺産、社会の項目

を中心に含む構造となっている。【4. 実践意義】は、【1. 目的】

の達成による付加価値として、4a 国や他の自治体の手本とな

る、4c 歴史から未来の手がかりを得ることがある。

３−７.そらち戦略の実施プロセス

　実施プロセスを [ 図 7] に示す。そらち戦略は、ひとつひ

とつのプロジェクトの独立性よりも、全体のプロセスやネッ

トワークを重視している。

３−９.考察・小結

　IBA エムシャーは全体計画と個別計画が存在し、分野・プ

レイヤー・対象領域が横断的で方針テーマ、実践意義、戦略

は複雑な関係である。一方そらち戦略は、１つのテーマに着

目した個別計画のみ存在し、様々な観点からの具体的取り組

みと全体のプロジェクトプロセスを示す。また、IBA エム

シャーとそらち戦略は住民の誇り回復のために産業建造物を

活用している点と、組織形態は異なるが、どちらも全体のマ

ネジメント役を担っているということが共通点である。さら

に、各々の計画の付加価値としては、新たな考え方・価値観

の創出、新しい風景の創出、他の場所の手本となるがある。

４章　プロジェクトの進展　　　　　　　　　　　　　　　 

４−１.本章の目的

　４章では、両プロジェクトとそこ

から派生した諸計画との関係を比較

するため、文献資料・ヒアリング調

査より、両プロジェクトの進展を把

握する。

４−３.IBA エムシャーと派生プロジェ

クトとの関係

　IBA エムシャーと IBA エムシャー後

に派生したプロジェクトとの関係を

[図 8] に示す。

　イベントの開催はエコロジーや社

会問題を考える、文化による変革、産業遺産の活用という点

において、IBA エムシャーと共通である。

４−５.そらち戦略と派生プロジェクトとの関係

　そらち戦略とそらち戦略以外のプロジェクトとの関係を

[図 9] に示す。

　炭鉱の記憶の継承・活用を前提としながら、まずは存在の

価値・意義を認識してもらうため、歴史・アート・教育・ま

ちあるきなど様々な観点からアプローチしている。広域デザ

イン、自らのことを考えるという点において、そらち戦略と

共通である。

４−６.考察・小結

1) 共通点として、広域デザインと産業遺産の活用、都市問題

や自分の地域について考えることがある。

2) 相違点として、IBA エムシャーの派生プロジェクトには、

広域連携と文化による変革がある。

５章　Industrial Nature　　　　　　　　　　　　　　　  

５−１. 本章の目的

　５章では、両プロジェクトの中の 1 つであり、IN という考

え方を導入した具体的事例を用いて、文献資料より空間デザ

インにおける IN の概念を整理する。

５−２.Industrial Nature の概念

　IN はドイツ発祥の概念で、放置された産業地に、人の活動

が介在した後に生まれる植生や産業時代の残った遺構など、

全てを含めて自然と捉えようという概念である。

５−４.Landschaftspark Duisburg Nord の実態把握

　Landschaftspark Duisburg Nord は、IBA エムシャーの 3c:

産業建造物の保存活用のプロジェクトの内の１つである。環

境再生の１つの手段として IN を導入した事例で、鉄製錬所

を稼動時の産業建造物を保存し、そこにランドスケープ・デ

ザインを施し再整備した自然公園である。コンセプト、デザ

イン、意義、成果の関係を [図 10] に示す [図 11,12]。

５−６.北炭幌内景観公園の実態把握

　北炭幌内景観公園は、地域再生に

向けて炭鉱遺産を活用しようと、住

民の手により景観公園として整備が

進められており、炭鉱遺産の必要性

と可能性を両立させるテーマとし

て、ランドスケープとアートの融合

を目指す道を模索している。活動内

容、意義、成果の関係を [ 図 13] に

示す。[図 14]

５−７. 小結

　Landschafts Duisburg Nord と北炭幌内炭鉱景観公園は、

産業遺産の残っている規模もその土地の自然環境も異なる。

ゆえに、 IN という同じ概念を導入しているが、具体的なデザ

インや取り組みが異なり、それによって IN の現れかたも変

わってくる。

　Landschaftspark Duisburg Nord における IN とは、自然の

プロセスによる環境再生だけではなく、産業建造物の迫力や

当時の雑多さ、歴史を感じるランドスケープデザインの美し

さ、さらにリクリエーション空間の転換によって、人々はそ

の空間を体感できる。一方、北炭幌内景観公園は、自然の偉

大さを認識すると同時に、産業遺産の存在を顕在化する。

６章　結論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　６章では、２〜４章を踏まえ、５章の具体的事例を用いて、

IN の視点から計画レベルにおける IN の要素の抽出・分析を

する。

　２章では、両地域とも炭鉱開発による街の形成・発展には、

その土地の自然が大きく関わっている。

　３章ではIBAエムシャーより、産業構造物のリクリエーショ

ン・文化資源への転換や生態系の利用による、生態系の再構

築、風景・文化・社会構造に関する新たな価値・考え方の創

出という点において IN が現れ、全体計画とテーマ別計画の

相互に支えられ、IN が創出される構造計画になっている。

　そらち戦略より、５章の具体的事例より分析すると、景観

公園としての整備による炭鉱遺産の必要性と可能性の両立

は、創造都市の形成による地域が存在することの価値・意義

を示すことと国や他の自治体の手本となる、という点におい

て、IN が現れる。また、順路の整備による価値創造・表現は、

まち力の向上による国や他の自治体の手本となる、という点

において、IN が現れる。

　４章では、両プロジェクトで、産業遺産を活用したアート

イベントにおいてアーティストの問いかけからエコロジーや

社会問題を考えたり、アートの力で強調することによって、

IN が現れる。

　以上より、

(1) 産業衰退の時期が両地域は異なり、IBA は州が主体となっ

たが、空知は国による観光開発が行われ、主体も異なった。

(2)IBA エムシャーは２重に支えられたプロジェクトであり、

そこから Latz は IN の概念を導入したランドスケープデザイ

ンを生み出した。

(3) 空知では市民が主体となり IN の考え方を導入したプロ

ジェクトの始まりが見えたばかりであり、全体計画の支えは

ない。また、テーマ別計画では環境と芸術が現れていない。

ということがわかった。

　空知産炭地域への提言として、

(1) 地域主体の取り組みになったことは高く評価でき、この

土地ならではのデザイン・活用にとっても重要である。さら

なる取り組みの進展のためにも、資金援助や人的支援を行う

べきである。

(2) この土地ならではの風景を創出するためにも、また、地

域資源を活かした街づくりを進めるためにも、そらち戦略を

全体計画の中に位置づけるべきである。

(3) 空知産炭地域のまちづくりは、限られた炭鉱遺産の存在

を顕在化するランドスケープデザインを人間の手を加えるこ

とによってする必要がある。

　本研究では、以下のことが明らかになった

(1)IN とは普遍的な自然の概念であるが、その土地の産業や

風土、歴史が影響するのでその土地ごとに産業遺産を顕在化

させるランドスケープデザインは大きく異なると言える。

(2)IN の概念を導入したランドスケープの創出には、環境と

芸術がキーワードである。

(3)IN の概念を導入したランドスケープの創出には、地域が

主体となって取り組むことが重要であり、テーマ計画だけで

はなく、全体計画の中で位置付ける必要がある。
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